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研究目的

身体に貼付した反射マーカーの位置を自動検出するカメラシステムおよび筋力測定器を用いて

測定した異なるパフォーマンスレベルの棒高跳競技者の情報を比較することで、優れた競技者の

技術と体力を明らかにすることを目的とします。

研究対象者
日本陸上競技学生連合に所属し、棒高跳を専門とする健康な学生競技者とします。ただし、

運動時に痛みや不安を感じる方は対象外とします。

研究概要

（1）動作分析：対象者には、バーの高さを自己最高記録の90～95%に設定した条件での

跳躍を、最大努力で5～10回実施していただきます。そのうち、バーに触れない跳躍を成功跳躍

とし、身体が最も高く上昇した成功跳躍を分析します。また、身体に反射マーカーを貼付した状

態で跳躍を行い、カメラシステムを用いて反射マーカーの位置を測定することで動作を撮影しま

す。さらに、地面に作用する力を測定するシステムを用いて、ポールに作用する力を測定し、ポー

ルに蓄えられるエネルギーを算出することで、ポールの湾曲の大きさを定量化します。

（2）筋力測定：以下に示す3種類の試技を、最大努力で行っていただき、グリップに加えられ

た力（トルク）の最大値および平均値を抽出します。

　①肩関節を屈曲伸展しながら、一定の速度（高・中・低）で回転するグリップに対して回転と

同じ方向に力を発揮する試技

　②肩関節を屈曲伸展しながら、肩関節を屈曲する時のみ、一定の速度（中・低）で回転す

るグリップに対して、回転と反対方向に力を発揮する試技

　③肩関節を内旋外旋しながら、一定の速度（高・中・低）で回転するグリップに対して、回転

と同じ方向に力を発揮する試技

　上記の方法によって測定した情報をパフォーマンスレベルで分けたグループ間で比較することに

よって、棒高跳競技者の技術および体力を検討します。

研究に用いる情報の種類

年齢、性別、身長、体重、競技記録、競技歴、カメラシステムで計測した反射マーカーの位置情

報、地面に作用する力を測定するシステムを用いて測定した力情報、筋力測定器を用いて測定

した肩関節屈曲伸展および内旋外旋時の筋力
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